






【交通事故防止関係】
１．令和5年重大交通事故・飲酒運転削減目標（令和5年1月～12月）
（１）車輪脱落事故の発生件数を「ゼロ」とする。 ※前年12件
（２）飲酒運転・酒気帯び運転を「ゼロ」とする。 ※前年1件
（３）第一当事者となる事故の死者数を「ゼロ」とする。 ※前年3人（3件）
（４）第一当事者となる事故の発生件数を2件以内とする。 ※前年 8件
２．交通安全運動の推進
（１）交通安全コンクールの実施　（２）安全点検パトロール（夏期・年末）の実施
３．講習・研修等の実施
（１）グッドラーニングによる「初任運転者特別教育」の実施（受講枠を拡大し継続実施する。）
（２）事業者・管理者に対する事故防止研修の実施（車輪脱落防止セミナーの他、各種事故防止セミナーを計画する。）
（３）教育機材・教材の提供、活用
（４）「交通事故防止・労働災害防止　安全大会」の開催　※7月中旬頃を予定。
（５）「安全運転講習会」「日常点検講習会」（矢巾、花巻、水沢、大船渡、宮古、久慈の6会場を予定）の開催
　　※働き方改革の動向を考慮し、平日開催への移行も検討する。
４．第49回岩手県トラックドライバーコンテストの開催　　※学科競技（6/29）、実科競技（7/27）を予定。
５．助成事業の継続　　※「車輪脱落事故防止対策」は、各社の助成上限額を引き上げて実施する。
【環境対策関係】
１．エコ・ドライブの普及促進　　（１）エコ・ドライブコンテスト（２）省燃費安全運転講習会の開催　※日程、開催方法を再考。
２．点検整備運動の推進
３．環境美化活動の推進　　不法投棄対策の実施　全ト協と協調しつつ「ポイ捨て対策」として、啓発活動等を検討する。（5月頃）
４．助成事業の継続　

※重大交通事故が発生した場合には、岩手

運輸支局への報告と同時に弊協会にも報告

し、類似案件の再発防止に向け情報共有

を図るものとする。

交通・環境対策関係

１．労働環境の改善・整備　（１）「働き方改革」関連法令及び具体的解釈等の周知・啓発
２．労働災害防止対策
（１）労働災害削減目標（令和6年1月～12月）を以下の通り目標を設定し取り組むものとする。
 ①死亡労働災害を「ゼロ」とする。
 ②死傷労働災害（休日4日以上）を130 件以下とする。（令和5年、速報では143件発生）
 ※「労働者死傷病報告」（様式第23号：休業 4日以上の死傷労働災害）の提出を伴う労働災害が発生した場合には、労働基準監督署への報告と同時

 　に弊協会にも報告し、類似案件の再発防止に向け情報共有を図るものとする。

（２）各種研修等の実施

　①　事業者・管理者：「交通労働災害防止セミナー」、「健康起因事故防止セミナー」、「事業者研修会」

　②　ドライバー：「墜落・転落」、「転倒」災害防止に向け研修会を開催。（日常点検講習会、省燃費運転講習会等とセットで実施。）

　③　業態別労働災害防止研修会　　業態別に異なる労災防止のポイントを学習。

● 2023 年度　1,003 時間 △ 5％　→　950 時間　令和 5 年度の参考目標値

労働対策事業

・重大交通事故防止対策及び労働災害防止対策の積極的な推進

・「改正改善基準告示」への適切な対応と労働環境整備の更なる推進

・「標準的な運賃告示」の積極的な活用と適正運賃・料金収受に向けた

　取組みの推進

令和 5 年度事業計画案（重点項目）

・業界のイメージアップと荷主交渉推進の機運醸成に向けた広報

　活動の展開

・適正化事業の推進によるコンプライアンスの徹底

・省エネ・環境保全に向けた取り組みの継続的な推進

5日（月） 第 3回 総務委員会、第3回 広報委員会

6日（火） 第 3回 適正化事業推進委員会

8日（木） 第 3回 交通・環境委員会

各委員会開催状況
2 月

　令和 6 年度の事業計画（案）並びに予算（案）の策定に当たり、以下の日程で専門委員会を開催し、様々なご意見を頂戴

しながら修正を加え、3月19日に開催した令和 5 年度第 6 回理事会において正式に承認されました。令和 6 年度の主な事業

計画は次の通りです。

各委員会開催状況及び令和６年度事業計画案等について



● 2023 年度　1,003 時間 △ 5％　→　950 時間　令和 5 年度の参考目標値
































